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ロンドン
　ブランドン団地の再生 ( 手法と現状 )
　　（Brandon Estate)

　棟とヒューマンスケールを逸脱し
　たオープンスペースは、相互の関
　係がなくなっているように感じた
　（図 6）。
△板状連続住棟は、ロンドン北西部
　の再生団地がかつて荒廃していた
　のと同様な荒廃は見られず、現在
　もある水準の住環境を維持してい
　る印象を受けた。
×住棟の間にできた大きなオープン
　スペースは住棟との関係性がいっ
　さいなく、芝生が植えてあるだけ
　の寂しい空間になっていたように
　感じた（図 7、8、9）。
×板状住棟の構成として、GL レベ
　ルと GF レベル（イギリス形式）
　は個別車庫が配置されているが、

LCC の時代、1955 年から スター
トし GLC に引き継がれた再開発事
業で、15 階建て 以上の高層タワー
が初めて用いられている（図 4）。
　17 層の高層住棟は、タワーイン
パークをそのまま体現した配置を
とっており、敷地はオープンスペー
スと駐車場となっている（図 4）。
　7 〜 9 層の板状住棟も建てられて
いる。板状住棟は足下に車庫があ
り、コアのエレベーター室によりつ
ながっている（図 5）。
□現状を確認して
×高層棟内の住戸数に対する駐車台
　数が少ない印象をうけ、大きな住

□概要
　ブランドン団地は、ロンドン南東
部に位置する団地であり、高層単独
棟と板状連続住棟で構成される団地
である。近年の再生事業は行われて
いない（図 1、2、3）。

□再生前の状況　
　1965 年 に、 ロ ン ド ン 州 (LCC: 
London County Council) と 周 辺 諸
州の行政区域の変更によって、大
ロンドン議会 (GLC:Greater London 
Council) が発足した。GLC は、LCC 
の後を引き継ぎ、大規模再開発事業
を進めた。
　 サ ザ ー ク の ブ ラ ン ド ン 団 地 は、

図 1. 位置図（GoogleMap に加筆）

図 2. 配置図（現地看板を撮影）

図 3. 航空写真（GoogleMap に加筆）

図 4. 高層単独住棟

図 5. 長大板状住棟

図 6. 相互間の関係が稀薄な高層棟

図 7. 大きすぎるオープンスペース

図 8. 住棟と道の間のオープンスペース

図 9. 住棟と希薄な関係の共用空間
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ロンドン　ブランドン団地の再生 ( 手法と現状 )

　GL レベルの車庫は全く使われて
　おらず、GF レベルの車庫もほぼ
　使われず、縦列駐車での駐車場利
　用となっていた ( 図 10、11)。
×空間としては、駐車場側に長いス
　ロープと GL,GF レベルに車庫を
　配置しているので空間が間延びし
　ているように感じた。そのせいで、
　住棟と道との間に隔たりができて
　いるように感じた
　（図 12、13）。
×また、駐車場の反対側の GF レベ
　ルは、共用通路となっており、通
　路に面する部分には一部専用庭が
　配置されていた。それなりに使い
　こなされているが、通路からは塀
　が高いために居住者独自の生活感
　が感じられなかった
　（図 14、15）。
×居住者の目が行き届かなくなる高
　層棟の地上部分では、犯罪等の非
　社会行為が発生する可能性があり
　駐車場としての利用すらできなく
　なっていると感じた
　（図 16、17）。
△遠景として見れば、高層住棟や板
　状連続住棟などの住棟が建ち並び
　多少の変化があると感じた
　( 図 18)。
×それぞれの住棟一つ一つが大きす
　ぎ、周辺との関係が分断されてし
　まっている。そのため、パブリッ
　クな場所とプライベートな場所が

　分かれすぎていて、人の気配が感
　じ取りにくかった（図 19）。
注：写真は全て倉知徹撮影

図 13. 道とスロープ

図 12. アクセス空間としてのスロープ

図 14. 住棟と専用庭

図 15. 専用庭と高い塀

図 16. 荒廃した地上

図 17. 薄暗い地上部分

図 10.GL レベルの車庫

図 11.GF レベルの車庫

図 18. 高層棟の遠景

図 19. 大きな公園と住棟


